
2011 年 8 月 4 日 

「JCOM2011」1st サーキュラー 

 

菌根研究会会員各位 

菌根研究会 2011 年度大会実行委員会 

 

 拝啓，皆様ご健勝にお過ごしのことと存じます．さて，下記要領にて菌根研究会 2011

年度大会を開催いたします．皆様奮ってご参加下さいますようご案内申し上げます．  

 大会参加をご希望の方は別紙の申込書にご記入の上，大会開催事務局宛に E-mail（あ

るいは郵送）でお申し込みください．同時に一般講演を募集致します．講演時間は申

込数により１題 15〜20 分程度を予定しております．研究会の主旨である，菌根，植物

と糸状菌の共生等の研究に関わる関係者が一堂に会し，広く意見・情報交換する場と

してご活用いただけますよう，ご発表・話題提供をお待ちしております．  

 特別講演として，「菌根性・非菌根性マメ科植物をめぐるリン酸減肥への取り組み」

をテーマに，農研機構北海道農業研究センター  岡  紀邦氏による「ダイズのリン酸吸

収に及ぼす前作植物の影響とリン酸減肥栽培」，また広島大学大学院生物圏科学研究科

和崎  淳氏による「非菌根性シロバナルーピンの根圏におけるリン吸収能力とその活

用」を企画しています．  

大会参加費は一般・学生とも会員の方が 1,000 円，非会員の方が 2,000 円となって

おります．また，講演終了後に懇親会を開催いたします．懇親会参加費は 3,000 円程

度を予定しております（事前申込）．参加費および懇親会費は当日受付で承ります．ま

た懇親会では「Rice wine of Japan」を企画予定です．  

 詳細は 2nd サーキュラーおよびメーリングリストにてご連絡いたします．  

  

記 

 

菌根研究会 2011 年度大会（JCOM2011） 

日時： 2011 年 12 月 10 日（土） 12：30〜20:30（総会・講演会・懇親会）（予定） 

場所： 広島大学東広島キャンパス・総合科学研究科南講義棟（L201） 

締切：  参加・講演・懇親会申込： 2011 年 10 月 21 日（金） 

講演要旨提出：  2011 年 11 月 25 日（金） 

 

交通・場所：広島大学ホームページの「交通アクセス・地図」「東広島キャンパスマッ

プ」にてご確認願います．宿泊は各自でお申し込みください．  

 

参加申込書・講演要旨送付先： 菌根研究会 2011 年度大会実行委員会 

〒739-8521 広島県東広島市鏡山 1-7-1 

広島大学大学院総合科学研究科 久我ゆかり 宛 

E-mail: ykuga＜@＞hirosihma-u.ac.jp（＜＞は削除）  

Tel/Fax：082-424-6509 

 

実行委員：久我ゆかり（広大院総科・実行委員長）・和崎 淳（広大院生物圏科）・奈良

一秀（東大院新領域創成科）・木下晃彦（東大院新領域創成科） 



2011年度菌根研究会大会（JCOM2011）参加申込書 

 

氏  名： ［               ］ 

所  属： ［                          ］ 

郵便番号： ［     −       ］ 

所属住所： ［                      ］ 

電話番号： ［     （    ）      ］ 

FAX番号： ［     （    ）      ］ 

E-mail： ［                        ］ 

 

懇親会：      （  参加します  ・  参加しません  ） 

 

講演申込（発表者，あるいは代表者 1名により申込ください） 

講演題名： ［                           ］ 

 

演者氏名： ［                           ］ 

 

所 属： ［                           ］ 

 

演者が複数の場合は発表者のお名前の左上に丸印をおつけ下さい． 

所属は略称でご記載ください． 

 

 

***************************************************** 

 

＜講演要旨記載要領＞ 

樹木における外生菌根菌とアーバスキュラー菌根菌の二重共生系の進化 

関西総合大学 環境進化研究所  江久戸 麻衣子・安部 須久夫 

AAA大学 BBBBB学部  CCC DDD 

 

Evolution of double infected symbiosis in trees with ectomycorrhizal and arbuscular mycorrhizal fungi 

M. Ekuto and S. Abe, Institute of Environmental Evolution, Kansai Integrated University 

CCC DDD，BBB，AAA 

 

以下本文（和文全角 700字，半角 1400 字以内，図表なし） 

 

 


